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Ⅰ 研究主題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

少子高齢化、グローバル化の進展や AI 等の技術革新による社会の加速度的な変化は、私た

ちの雇用環境や社会構造に大きな影響を与えると考えられている。予測困難な未来に対応する

ために、これからの学校教育では、児童生徒が学習内容を人生や社会の在り方と結びつけて深

く理解し、これからの時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び

続けることが必要である。 

「宮崎で育ち、学ぶことを通して、郷土に誇りと愛着をもつ感性豊かな子どもたち（みやざ

きっ子）の育成」を目指すべき姿とし、「宮崎市教育ビジョン」では、基本目標として確かな学

力の向上が掲げられている。また、教職員の資質や実践的指導力を向上させ、学習指導の充実

を図るため、宮崎市教育情報研修センターの研究員研究では、これまでに、キャリア教育、防

災教育等について取り組んできた。 

授業改善研究班では、これまでの研究と同様に、教職員の資質及び実践的指導力の向上や、

児童生徒への学習指導の充実を目指す。研究班内で次期学習指導要領の改訂のキーワードの一

つである「アクティブ・ラーニング」の視点による授業改善について協議したところ、そのと

らえ方や方向性については研究員によって様々で、抽象的であった。さらに、「アクティブ・

ラーニング」を、対話型学習をしたりグループワークを取り入れたりするだけの形式に沿った

学習ととらえることが懸念された。つまり、本研究班においてアクティブ・ラーニングの視点

による授業改善の在り方について、先行的に実践研究を行うことは本市教育の向上につながり、

ひいては、本市が掲げる「自ら考え、判断し、行動できるみやざきっ子の育成」にも迫ること

ができるであろうと考え、本主題と副題を設定した。 

 

Ⅲ 研究目標 

アクティブ・ラーニングの視点による授業改善の在り方を明らかにする。 

 

Ⅳ 研究仮説 

アクティブ・ラーニングの視点による授業改善のポイントを整理し、そのポイントに沿った

授業改善を行えば、自ら学ぶ主体性をもった児童生徒が育成できるであろう。 

 

 

 

「生きる力を育む教育活動の創造」 

～自ら考え、判断し、行動できるみやざきっ子の育成をめざして～ 

全体研究主題 

授業改善研究班 
自ら学ぶ主体性をもった児童生徒の育成 

～アクティブ・ラーニングの視点による授業改善の在り方～ 

各班研究主題 

 ICT 活用研究班 
 

１－５－１ 



Ⅴ 研究の実際 

１ 自ら学ぶ主体性をもった児童生徒について 

  中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「次期学習指導要領に向けたこれまでの

審議のまとめについて（報告）」（以下、「審議のまとめ」とする）では、「主体的・対話的で

深い学び」について、次のように述べられている（表１）。 

 

主体的な学び 

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付け

ながら、見通しを持って粘り強く取組み、自己の学習活動を振り返って、

次につなげること 

対話的な学び 
子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かり

に考えること等を通じ、自己の考えを広げ深めること 

深い学び 

各教科等で習得した概念や考え方を活用した「見方・考え方」を働かせ、

問いを見いだして解決したり、自己の考えを形成し表したり、思いを基に

構想、創造したりすること 

  この説明を踏まえ、本研究では、「自ら学ぶ主体性をもった児童生徒」について、特に学び

の主体性に着目し、以下のように定義した。 

 

 

 

２ アクティブ・ラーニングの視点による授業改善について 

   アクティブ・ラーニングの視点による授業改善は、「審議のまとめ」によると、「『主体的・

対話的で深い学び』が実現するように、日々の授業を改善するための視点を共有し、授業改

善に向けた取組を活性化しようとする」ことと示されている。さらに具体的な視点として、

「子供たちそれぞれの興味や関心を基に、一人一人の個性に応じた多様で質の高い学びを引

き出すことを意図するもの」や「学習の在り方そのものの問い直しを目指すもの」と述べら

れている。一方で、こうした工夫や改善の意義が十分に理解されないと、学習活動を子ども

の自主性のみに委ね、学習成果につながらない「活動あって学びなし」と批判される授業に

陥ったり、特定の教育方法にこだわるあまり、指導の型をなぞるだけで意味のある学びにつ

ながらない授業になってしまったりという恐れも指摘されている。 

 ３ 事前調査 

   アクティブ・ラーニングの視点による授業改善の方向性を探るために、以下の２つの調査

を実施した。 

⑴ 「内発的－外発的動機づけ測定尺度」による調査内容と結果 

児童生徒の学ぶことへの興味や関心を調査するため、「内発的－外発的動機づけ測定尺度」

（桜井・高野 1985）を用いた（１）。表２は、尺度に用いる６つの動機づけの領域である。 

表２：「内発的－外発的動機づけ測定尺度」の６つの領域 

知的好奇心 興味や好奇心により様々な問題に接近しているか 学ぶ楽しさ 学習が楽しいか 

因果律 行動する意図が内発的であるか 挑戦 困難な問題に挑戦しているか 

達成 教師に頼らずに問題に取り組んでいるか 帰属 行動すること自体に目的があるか 

 

表１：「主体的・対話的で深い学び」の説明 

１－５－２ 

「学ぶことに興味や関心をもち、見通しをもって粘り強く取組み、自ら学習活動を振り返

って、次につなげることのできる児童生徒」 



調査は資料１のような質問紙で行った（２）。図１は回答をグラフに整理したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果から、小学校では「帰属」、中学校では「挑戦」の領域がそれぞれ低い。また、

小学校と中学校の結果を比較すると、中学生より小学生がより内発的な動機づけで学習し

ている。つまり、学習意欲については、小・中での差があることが分かる。 

⑵ 「アクティブ・ラーニング 授業評価チェックリスト」による調査内容と結果 

田中（2014）は、アクティブ・ラーニングを成立させる創造的指導のための１０領域（表

３）の指導方法を示し、「アクティブ・ラーニング 授業評価チェックリスト」を作成して

いる。 

表３：アクティブ・ラーニングを成立させる創造的指導のための１０領域 

１「目標・課題設定」 ６「学習環境の構成」 

２「活用・探究問題の設定」 ７「活用意識の明確化」 

３「教材作成」 ８「評価の工夫」 

４「活動構成」 ９「ワークシートや学習ツールの工夫」 

５「グループワークの活性化」 10「学習意欲や達成感の喚起」 

 

教員のアクティブ・ラーニングに関する意識を調査するため、そのチェックリストを用

い、調査を実施した（３）。資料２は調査に用いた質問紙の一部である。 

資料１：質問紙の一部 

図１：「内発的－外発的動機づけ測定尺度」の結果 
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調査結果は図２の通りである。「目標・課題設定」、「教材作成」、「評価の工夫」、「ワーク

シートや学習ツールの工夫」の４つの領域で回答が否定的であった。宮崎市教育委員会に

よる「宮崎市の授業のスタンダード」では、「授業時間の厳守」、「本時目標の明確化」、「個

に応じた指導と評価」の３点が示されている（資料３）。そこで、調査結果と「宮崎市の授

業のスタンダード」とを照らし合わせると、改善すべき領域が「目標・課題設定」と「評

価の工夫」に絞られた。さらに、小学校と中学校の調査結果の比較では、「目標・課題設定」

の領域で大きな差が見られた（図３）。 

    

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２：「アクティブ・ラーニング 授業評価チェックリスト」質問紙の一部 

図２：アクティブ・ラーニングに関する意識調査の結果 

図３：「目標・課題設定」領域に関する小学校と中学校の結果の比較 
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資料３：「宮崎市の授業のスタンダード」 
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４ 具体的な授業改善 

   児童生徒が自ら課題意識をもち主体的に学ぶためには、教師の意図的な働きかけが重要で

ある。 

田村（2015）は教師の意図的な働きかけについて、「事前に子どもの発達や興味・関心を

適切に把握し、これまでの子どもの考えとの『ずれ』や『隔たり』を感じさせたり、対象へ

の『あこがれ』や『可能性』を感じさせたりする工夫をしなくてはならない。」と示している。

さらに、身に迫った切実感のある課題の設定の仕方として、児童生徒に「気になるな」（違和

感）、「何とかしたいな」（必要感）、「解決したいな」（矛盾）といった問いを顕在化させるこ

とが必要であると述べている。 

このことを踏まえて、「目標・課題設定」における授業改善のポイントを検討したところ以

下のことが挙げられた。 

・ 児童生徒にもたせる問いを学習課題とする。 

・ 児童生徒が興味や意欲をもち、学習活動を続ける問いが必要である。 

・ 児童生徒にもたせる問いは、学習活動を続けるための単元を貫く上位の問いとその問い

を支えるための下位の問いに分けられる。 

・ 単元等の導入段階でその問いを児童生徒自らに認識させる必要がある。 

・ 児童生徒の興味・関心を喚起するだけの問いではなく、単元や授業の目標を達成させる

ための問いでなければならない。 

以上のことより、授業改善のポイントを踏まえた単元指導のイメージを図４のとおりに整

理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４：授業改善のポイントを踏まえた単元指導のイメージ 
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５ 単元指導のイメージを具現化するためのツール開発 

先に述べたことを具現化するために、「単元構想メモ」を開発した（図５）。これは、Ａ４

用紙１枚で作成し、児童生徒に問いをもたせるための単元や授業の導入部分の詳細を整理で

きるようにしたものである。作成の手順は、以下の図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究班における授業研究会の流れについては以下のとおりとした。 

① 授業者が「単元構想メモ」を作成し、説明を行う。 

② 「単元構想メモ」に関して他の研究員から質疑応答を受ける。 

③ 「単元構想メモ」を授業者が再検討する。 

④ 授業実践を行う。（同時にビデオ撮影を行う。） 

⑤ 授業者は、振り返りを行う。 

⑥ 参観者は、問いそのものと、問いをもたせる導入は適切であったかという視点でコメン 

トをする。 

⑦ ビデオから問いをもたせるために効果的であった発問を振り返る。 

６ 「単元構想メモ」を用いた授業実践の概要 

  資料４から資料９は研究員が実践した授業の「単元構想メモ」による概要である。 

① 単元の目標を設定する。 

単元構想の手順 

② 指導する単元で身に付け

させたいことを具体的に挙

げる。 

④ 違和感や必要感、矛盾が顕

在化するような具体的な導

入について明記する。 

⑤ 授業実践後には、成果と課

題について考察を行い、振り

返りを行う。 

③ 目標達成につながる児童

生徒にもたせたい問いを検

討する。この問いは児童生徒

が単元をとおして学びの意

欲を持続させることができ

るよう留意する。 

③ 単元を貫く問い 

わずか２０年余りで、人々の生活はなぜこんなに大きく変わってしまったのだろう。 

単元構想メモ「明治の新しい国づくり」 生目台西小学校 第６学年 社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 単元の目標 

○ 時代の変化のきっかけとなった黒船の来航や開国について関心をもち、意欲的に調べ考えることができる。（関心・意欲・態度） 

○ 黒船の来航、幕府の開国や新政府が進めた新しい国づくりなどについて、問題意識をもって追究し、時代の変化について考え、

調べたことや考えたことを適切に表現することができる。                       （思考・判断・表現） 

○ 黒船の来航により、時代が大きく変化したことや新政府が進めた新しい国づくりについて、絵図や年表、統計などの基礎的資料

を効果的に活用して調べ、調べたことや考えた事を目的に応じた方法で分かりやすくまとめることができる。   （観察・技能） 

○ 黒船の来航や新政府が進めた新しい国づくりについて調べ、黒船の来航により我が国を開国し、江戸幕府が倒れるきっかけにな

ったことや欧米の文化を取り入れつつ近代化が進んだこと、欧米諸国と対等な関係を構築したことを理解することができる。 

（知識・理解） 

④ 問いをもたせる導入の具体例 

⑤ ふりかえり（問いが適切であったか。／ 問いをもたせる導入は適切であったか。） 

 ○ 場所は同じだが時代の違う２枚の資料の提示することで、児童の興味を引き出すことができた。 

 ○ 具体的な変化に注目させることで、学習計画へとつながる疑問をもたせることができた。 

 ● 問いをもたせる導入については、適切であったと考えられるが、次時からの学習計画まで終えることができなかった。問いを

もたせる導入に時間をかけすぎた。 

② 理解させたいこと 

・ １８５３年にペリーが率いるアメリカ合衆国の軍艦４隻が、浦賀（神奈川県）から東京湾に現れた。 

・ １８５４年にアメリカ合衆国と日米和親条約を結び、下田（静岡県）と函館（北海道）を開港した。これにより２００年以上も

続いた日本の鎖国は終わった。 

・ １８５８年には、日米修好通商条約を結び、函館・横浜・長崎・新潟・神戸の五校を開いた。日米修好通商条約では、治外法権

が日本にないことや関税自主権が日本に認められないことが決められた。 

・ 大塩平八郎の反乱は、幕府を大変驚かせた。開国をしてからも、生活に苦しむ人々が全国各地で一揆や打ちこわしをおこした。 

・ 薩摩藩の西郷隆盛・大久保利通や長州藩の木戸孝允らが中心となって幕府を倒す計画を進めた。１５代将軍徳川慶喜は、１８６

７年に政権を天皇に返した。これにより７００年ほど続いた武士の世の中は終わった。 

・ １８６８年、明治天皇は五箇条の御誓文を示し、天皇を中心とする新しい国づくりが始まった。 

・ 木戸孝允や大久保利通らは、版籍奉還や廃藩置県、身分制の廃止（「開放令」）といった政治や社会の改革を行った。こうした新

しい世の中の基礎を固めるために進められた政治や社会の改革を明治維新という。 

・ 新政府は、欧米諸国に対抗しようと富国強兵を目指した。 

・ ２０才以上の男子に３年間軍隊に入ることを義務づけた徴兵令を出した。 

・ 地租という税を定め、不作や豊作に関係なく決まった額の税金を納めさせる地租改正を行った。 

・ 政府は、産業を盛んにするために殖産興業政策を進めた。 

・ 政府は１９７２年に学校の制度を定めて、一定の年齢になれば、全ての子どもに教育を受けさせようとした。 

・ くらしのなかには郵便や電信の制度が整ったり、鉄道が開通したりした。また、新聞や雑誌の発行も盛んになった。 

・ 文明開化によって人々のくらしは大きく変わった。 

① １９６０年頃の江戸の様子と１９８０頃の東京の様子を比較させ、疑問をもたせる。 

わずか２０年余りで、人々の生活はなぜこんなに大きく変わってしまったのだろう。 

② どんなところが変化したか、くわしく見て書きだす。 

③ その変化の理由について予想させる。 

④ 予想した内容からおおまかな学習計画を立てる。 

○ 鎖国をしていたのになぜ洋風なものが入ってきたのだろう 

○ なぜ技術が進んだのだろう。 

○ どんな政治が行われたのだろう。 

１９６０年頃の江戸の様子 

１９８０年頃の東京の様子 

図５：単元構想メモの具体例と作成の手順 
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日時 平成２８年１０月２６日 対象児童生徒 Ａ小 第１学年 教科 算数 

本時の目標 
（十何）－（１位数）で繰り下がりのある引き算について、１０のまとまりから一度に取る加減法の

よさを理解し、数図ブロックを使って答えを求めることができる。 

問い （十何）－（１位数）で繰り下がりのある引き算は、どのように解けばよいのだろうか。 

問いをもたせる  

導入の具体 

① 既習事項の振り返りをする。１６－３＝１３ 

② 問題を提示する。「柿が１３個なっています。９個取ると何個残りますか。」 

③ 立式させる。（しき）１３－９＝？ 

④ 既習事項と立式したものを比較させ、どのようにしたら解けるかを考えさせる。 

ふりかえり 

○ 既習事項（１６－３）と本時で立式したもの（１３－９）を比較させることで、違いに気付かせ、

違和感をもたせることができた。 

● 低学年という発達段階の児童に、単元を貫く問いをもたせ続けることが難しかった。誘導的な要素

が強い導入になってしまった。 

  

資料５：小学校第３学年における授業実践 

日時 平成２８年１０月３１日 対象児童生徒 Ｂ小 第３学年 教科 算数 

本時の目標 辺の長さに着目して分類し、二等辺三角形や正三角形の性質をまとめることができる。 

問い 三角形は、どんな仲間に分けることができるだろうか。 

問いをもたせる  

導入の具体 

① 既習事項の振り返りをする。（三角形とは） 

② 同じ長さのマッチ棒 12本使った六角形を提示し、その中に正三角形が６つあることに気付かせる。 

③ この六角形のマッチ棒を 3 本だけ動かし、正三角形を３つに変形させるクイズをだし、「三角形」

の学習について興味・関心をもたせる。 

ふりかえり 

○ クイズを解くためには、本時の学習を通して知識を増やすことが必要であることを知り学習意欲を

高めることができた。 

● 3年生には難しいクイズだったため、理解するまでに時間がかかり、導入が長くなってしまった。 

 

資料６：小学校第６学年における授業実践 

日時 平成２８年１０月１９日 対象児童生徒 Ｃ小 第６学年 教科 社会 

本時の目標 

○ 人々のくらしの変化に関心をもち、その理由について意欲的に考えることができる。 

○ １８６０年ごろと１８８０年ごろの人々のくらしを比較し、変化しているところを考え、その変化

の理由について考えたことを適切に表現できる。 

問い わずか２０年余りで、人々の生活はなぜこんなに大きく変わってしまったのだろう。 

問いをもたせる  

導入の具体 

① １８６０年ごろと１８８０年ごろの日本橋の様子を表した資料を提示する。 

② ２つの絵を比較させ、人々の服装や建物、乗り物が大きく変化していることに気付かせる。 

③ 児童の発言から問いを設定する。 

ふりかえり 

○ 場所は同じであるが時代の違う２枚の資料を提示することで児童の興味を引き出すことができた。 

○ 具体的な変化に注目させることで、学習計画へとつながる疑問をもたせることができた。 

● 問いをもたせる導入については適切だったと考えられるが、次時からの学習計画まで終えることが

できなかった。問いをもたせる導入に時間をかけすぎた。 

  

資料４：小学校第１学年における授業実践 
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日時 平成２８年１０月２８日 対象児童生徒 Ｄ中 第１学年 教科 数学 

本時の目標 比例の見方や考え方を利用して、問題を解決することができる。 

問い 比例の見方や考え方を利用して、いろいろな問題に取り組もう。 

問いをもたせる  

導入の具体 

②  比例の式や表し方を復習する。 

①  問題について、比例や比の考え方のどちらかを利用して、問題を解かせる。 

 

 

 

ふりかえり 

○ 類似問題を使った「振り返り」と丁寧な机間指導は良かった。 

○ ①番の問題の延長で良かった。 

● 生徒の個人差（数学ができる・数学を苦手としている）がある。考えが深まらない。 

● 途中式を書いていない生徒がいたので、書かせると良かった。 

 

資料８：中学校第２学年における授業実践 

日時 平成２８年１１月１７日 対象児童生徒 Ｅ中 第２学年 教科 英語 

本時の目標 
○ 本文の内容を読み、登場人物の体験について理解することができる。 

○ どのように読めば、大切なことや言いたいことが伝わるか考えることができる。 

問い 自分の考えや意見等は、どんな伝え方をすればよいだろうか。 

問いをもたせる  

導入の具体 

① 抑揚のないスピーチ例を演示する。 

② 自分たちがスピーチをする際に、必要なことを考えさせる。 

 ・ 声の大きさ  ・ イントネーション  ・ 抑揚  ・ ジェスチャー 

ふりかえり 

○ 抑揚のないスピーチ例を演示することで、課題につながる気付きを促した。 

○ 問いを確認し、課題解決のポイントを明確にした。 

● 生徒に思考させる時間が短かった。 

 

資料９：中学校第３学年における授業実践 

日時 平成２８年１１月９日 対象児童生徒 Ｆ中 第３学年 教科 理科 

本時の目標 太陽や星の動きについて関心をもち、単元の学習計画を立てることができる。 

問い 太陽などの天体はどのように動くのだろうか。 

問いをもたせる  

導入の具体 

① 「天体」をキーワードにイメージマップを作成し、興味や既有の知識を整理させる。 

② 甲子園球場の野手の背中側の方位と、そう考えた理由を書かせ、発表させる。 

③ 暦や、地動説と天動説の話をし、天体の動きに着目させる。 

④ 「学者や、球場を設計した人は天体の何に注目して仕事をしたのだろうか」発問する。 

ふりかえり 

○ 天体に関するイメージマップは学習内容へのつなぎを円滑にしていた。 

● 具体例を多く出すことで興味が高まったが、学習計画へつながる疑問のもたせ方が難しくなった。 

● 事象提示から学習問題へどうつなぐのか発問を工夫する必要がある。 

７ ビデオによる振り返り 

  実践した授業について、ビデオにより発問を分析した。問いをもたせるための発問につい

て振り返り、児童生徒に対し効果的であった発問と、その意図を整理した（表４）。 

かりんさんとけいたさんは、菓子の量り売りをしているお店に行きました。 

このお店のはかりは、菓子を置くと、重さだけでなく、値段も表示されるようになっています。 

80ｇ→400円、120ｇ→600円、160ｇ→800円、240ｇ→1200円 です。 

資料７：中学校第１学年における授業実践 
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表４：問いをもたせるための発問についての振り返り 

図６：授業実践前後の調査結果の比較 

 

 ８ 「内発的―外発的動機づけ測定尺度」による児童生徒の変容 

  授業実践前後の調査結果を比較した(4)（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７月からの変容をみると、小学校、中学校ともに帰属の領域のみ数値が減少し、それ以外

のすべての領域において数値が上昇した。 

 

Ⅵ 考察 

本研究では、アクティブ・ラーニングの視点による授業改善のポイントを整理し、授業改善

を行った。そのポイントとは、児童生徒が興味や意欲をもち、学習活動を続ける問いが必要で

あること、また、単元等の導入段階でその問いを児童生徒自らに認識させる必要があることの

２つである。具体的には、児童生徒の学習への意欲を向上させるために、単元や授業の目標を

達成させる問いをもたせる「単元構想メモ」を作成し、授業実践に取り組んだ。 

「内発的－外発的動機づけ測定尺度」の結果では、児童生徒の学習意欲がより内発的に変容

した。それは、「単元構想メモ」というツールを開発し、実践したことが効果的であったからと

理解できる。また、このことにより児童生徒は、学習の見通しをもつことができ、学習内容に

対して「学ぶ楽しさ」や「知的好奇心」を感じ、意欲を継続することができたと考えられる。

一方で、「帰属」の領域については向上が見られなかった。それは、発達段階が上がるにつれ、

学習自体が好きだから学習するという意欲だけではなく、自らの進路実現のために学習するな

ど、ある目的のために学習する児童生徒が増えたからであると考えられる。 

以上のことから本研究の仮説は、一部検証されたと確認できた。 

 

 

校種 学年 教科 問いをもたせるために効果的であった発問 発問の意図 

小学校 

１年 算数 「引き算でいいですか。」 既習事項をゆさぶる。（違和感） 

３年 算数 「同じ仲間ってどういうことなのだろう。」 定義をゆさぶる。（違和感） 

６年 社会 「どのような変化があったのでしょう。」 比較させる。（違和感） 

中学校 

１年 数学 「Xと Yを使った関係式はどうなりますか。」 思考の枠組みを与える。（必要感） 

２年 英語 「スピーチに必要なことはなんですか。」 必要感をもたせる。（必要感） 

３年 理科 「学者や、球場を設計した人は天体の何に注目

して仕事をしたのだろうか。」 

方向性をもたせる。（必要感） 
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Ⅶ 研究の成果と課題 

 １ 成果 

  ・ アクティブ・ラーニングの視点に立った授業実践により、児童生徒の動機づけが内発的

に変容した。 

  ・ 「単元構想メモ」を開発・活用することで、教材研究（授業構成の手順、発問や教材提

示の仕方等）の重要性を確認することができた。 

  ・ 「単元を貫く問い」を明確にすることで、教師も児童生徒も見通しをもって授業に取り

組むことができた。さらに、児童生徒は見通しをもつことで学ぶ楽しさを感じることがで

きた。 

  ・ 授業の振り返りを行うことで、児童生徒に問いをもたせるために効果的な発問を整理す

ることができた。 

 ２ 課題 

  ・ 児童生徒にもたせた問いを解決するための学習過程や学習形態、評価の方法については

今後の検討が必要である。 

  ・ 学習意欲の向上が学力の向上と関連があることを明らかにする必要がある。 

 

（１） 6 つの学習領域からなる尺度について、回答を得点化し、それを合計した点数が高いほ

ど内発的な動機づけであるものとしている。 

（２） 平成２８年７月に研究員の勤務校の児童生徒（小８６名、中９２名）を対象に実施した。 

（３） 調査は、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」「どちらかといえばあてはまらな

い」「あてはまらない」の４件法で行い、平成２８年７月に、研究員の勤務校の教員（小３

９名，中７６名）を対象に実施した。 

（４） 授業実践後の尺度による測定は平成２８年１２月に行い、７月の実施同様、小８６名、

中９２名を対象に実施した。 
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Ⅰ 研究主題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

今、教育の世界は大きな転換期を迎えつつある。グローバル化の進展やＡＩ等の技術革新によ

る社会の加速度的な変化は、私たちの社会構造や雇用環境に大きな影響を与えると考えられてお

り、そのような変化に対応できる人材育成が学校教育にも求められている。 

２０１３年６月に閣議決定された「世界最先端ＩＴ国家創造宣言」では、あらゆる国民がＩＣ

Ｔの恩恵を受けることで豊かな生活を送れるよう、国民全体のＩＣＴリテラシーの底上げを図る

としている。あわせて、社会をリードする高度なＩＣＴ人材の育成にも力を入れていくと宣言し

ている。 

また、２０１６年１２月に出された中央教育審議会の答申においては、ＩＣＴの特性の強みを、

「主体的・対話的で深い学び」の実現につなげ、学校における日常的にＩＣＴを活用できるよう

な環境作りとともに、学びの質を高めるＩＣＴの活用方法についての実践的研究と成果の普及が

求められるとしている。 

こうした目標の達成に向け、現在、文部科学省から「『教育の情報化加速化プラン』～ＩＣＴを

活用した『次世代の学校・地域』の創生～」が出され、小学校から大学まで、全国の教育現場へ

のＩＣＴ導入を進めてきており、２０２０年代までに全児童生徒に一台ずつの情報端末の整備を

推進する予定だとしている。 

現在、宮崎市ではＩＣＴ整備と活用について積極的に推進する方向で進めており、ＩＣＴを活

用した分かりやすい授業に取り組むことで、児童生徒の学ぶ意欲をさらに高めていく必要がある

としている。ＩＣＴ環境は、平成２１年度にすべての小・中学校で実物投影機とデジタルテレビ

の設置が完了している。しかしながら情報端末については一部の学校に実験的に導入されるに留

まり、今後、宮崎市はタブレットＰＣの導入を視野に入れているものの、一人一台の整備が課題

となっている。 

教育分野におけるＩＣＴ活用には、授業の双方向性を高め、児童生徒の主体性、意欲・関心や

知識・理解を高める等の効果があるという特徴がある。また、ＩＣＴを活用した授業は活用しな

い授業と比較して、学力が向上することが国内外で実証的に示されている。しかしながらこのこ

とはＩＣＴを使うだけで学力が必ず向上するということではない。むしろ意図のないＩＣＴ活用

は、子どもの学習に対して効果が薄いといえるだろう。大切なことは、子どもの育てたい力を明

確にし、いかにしてその力をつけていくかを考えながら、授業でＩＣＴを意図的・計画的に活用

「生きる力を育む教育活動の創造」 

～自ら考え、判断し、行動できるみやざきっ子の育成をめざして～ 

全体研究主題 

各研究班主題 

ＩＣＴ活用研究班 

確かな学力を身に付けたみやざきっ子の育成 

～学習場面に応じた効果的なタブレットＰＣの活用をめざして～ 

 

授業改善研究班 
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することが必要である。 

そこで本研究では、今後、全児童生徒に一台ずつ整備されていくであろうタブレットＰＣを想

定した活用を研究の対象としており、授業においてどのような場面で活用することが効果的であ

るのか、また、どのような視点でＩＣＴを活用すればよいのかということについて提示すること

を目的としている。そのことが、全体研究課題である「『生きる力を育む教育活動の創造』～自ら

考え、判断し、行動できるみやざきっ子の育成をめざして～」に迫ることができるであろうと考

え、本主題を設定した。 

 

Ⅲ 研究目標 

小・中学校の教科指導において、学力の向上を図るための学習場面に応じたタブレットＰＣの

効果的な活用の在り方を、理論的・実践的に究明する。 

 

Ⅳ 研究仮説 

小・中学校の教科指導において、指導内容をもとに、学習場面に応じて、タブレットＰＣの有

用性を生かした授業を構築すれば、児童生徒の学習意欲が高まるとともに、より分かりやすい授

業が展開でき、確かな学力を身に付けることができるであろう。 

 

Ⅴ 研究構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 研究内容 

１ 理論研究 

（１）本研究で用いるタブレットＰＣ 

タブレットＰＣとは、タッチパネルあるいはペン入力操作に対応したＯＳがインストー

ルされたＰＣの総称である。 

宮崎市教育情報研修センターでは、iPad を５台と、windows タブレットＰＣを２０台

試験的に導入している。さらに、windows タブレットＰＣには、授業支援ソフトとして、

株式会社内田洋行の「Active  School フューチャークラスルーム」をインストールしてい

る。本研究では、そのタブレットＰＣを利用して、授業実践や研究を行った。 

【本班の研究主題】 

「確かな学力を身に付けたみやざきっ子の育成」 

～学習場面に応じた効果的なタブレットＰＣの活用をめざして～ 

【調査研究】 

・「タブレットＰＣの活用」にかかわる意識・実態の把握 

（アンケート項目の作成、アンケート実施・分析） 

【理論研究】 

・タブレットＰＣの特徴 ・先行事例研究 

・ＩＣＴ活用に有効な場面 

・タブレットＰＣ使用のルール作り、検討 

【実践研究】 

・１２月研究授業 

A小学校 

第６学年 算数 

・タブレットＰＣを活用

した授業実践 

（研究員所属校） 

平
成
２９
年
度
研
究
へ 
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（２）タブレットＰＣの有用性 

先行研究より、タブレットＰＣの有用性を整理すると次のとおりとなる。【表１】 

【表１ タブレットＰＣの有用性】 

 有用性の内容  有用性の内容 

① 

即時性 

画面を即座にＴＶに転送できる。データのや

りとりに双方向性があり、教師と児童生徒間

のやりとりができる。 

⑤ 

個別性 

直観的に操作ができ、操作者の発達段階にあ

わせた利用ができるので、個別での使用に適し

ている。 

② 

閲覧性 

ＴＶ画面上で、児童生徒が一斉に閲覧できる。

また、タブレット画面をグループで閲覧すること

もできる。 

⑥ 

保存性 

書き込んだ画面や写真データを保存すること

ができる。データの読み込みも早い。 

③ 

編集性 

必要に応じて画面に書き込みができる。修正

も簡単である。 

⑦ 

多機能性 

ＰＣの機能に加え、カメラ機能がある。アプ

リをインストールすることもできる。 

④ 

容易性 

操作画面がシンプルで直観的であるため、児

童生徒でも容易に操作することができる。 

⑧ 

携帯性 

一般的なＰＣに比べて、サイズが小さく、重

量が軽いので、持ち運びに適している。 

 

（３）ＩＣＴ活用に有効な場面 

文部科学省「ＩＣＴを活用した指導方法～学びのイノベーション事業実証研究報告書よ

り～」では、学習場面に応じたＩＣＴ活用事例が掲載されている。 

【図１ 「ＩＣＴを活用した指導方法～学びのイノベーション事業実証研究報告書より～」 平成２６年４月 文部科学省】  

 

ＩＣＴを活用した指導は、３つの形態に類型化しており、「Ａ 一斉学習」「Ｂ 個別学習」

「Ｃ 協働学習」の３つの場面で有効であるとされている。 

本研究班では、図１に挙げられた学習場面の中から、「Ａ１：教員による教材の提示」

や、「Ｂ１：個に応じる学習」・「Ｂ２：調査活動」の場面に絞って授業実践を行った。ま

た、「Ｃ 協働学習」の場面は、検証研究を小学校での研究授業にて行った。 
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２ 調査研究 

（１）意識・実態調査の実施 

平成２８年８月に研究員の勤務する学校（小学校３校、中学校３校）の教員（教諭及び

常勤講師）（小学校８２名、中学校６６名、合計１４８名）にタブレットＰＣの活用に関

する意識調査ならびに実態調査を行った。 

（２）結果と考察 

【図２】から【図５】は調査結果とその考察をまとめたものである。 

 
そう思う 

    
どちらかというとそう思わない 

 
どちらかといえばそう思う 

 
  そう思わない  
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【図２】タブレットＰＣを活用することが学力向上に有効であると思うか 【図３】タブレットＰＣを活用したいと思うか 

 

【図４】児童生徒にタブレットＰＣを活用させたいと思うか

９０％ ８５％ 

肯定的な回答 

 

否定的な回答 

 ％ ％ 

・ 宮崎市では情報端末については一部の学校だけに実験的に導入されるに留まっているにもかかわらず、９割

近くの教員がタブレットＰＣは学力向上に有効であると考えており、また今後活用したいと思っている。また

活用に否定的な理由としては、教師がタブレットＰＣ操作に苦手感があったり、管理・準備等の煩わしさを感

じたり、ＩＣＴ環境等さまざまな心配や不安があったりすることがアンケートの別項目で分かった。

 

 

３２％ 

・ タブレットＰＣを児童生徒に使わせることに肯

定的な教員が７割前後である。また、否定的な理

由としては、アンケートの別項目でタブレットＰ

Ｃの操作指導の困難さ、保管・管理の煩わしさ、

セキュリティー面での不便さであった。また、児

童生徒の集中力・書く力・コミュニケーション能

力等の低下の不安も挙げられていた。 

小学校 中学校 

８３％ ７４％ 

７６％ ６８％ 

２３％ ３２％ 

小学校 中学校 

小学校 中学校 

（考察） 

宮崎市でタブレットＰＣがまだ導入されていないものの、学力向上への効果や活用に肯定的な

教員が多いとともに、現場からも導入に強い期待を感じる。 

（考察） 

児童生徒にタブレットＰＣを活用させることに対して肯定的な教員の割合が高い。しかし、

【図３】の結果と比較すると、児童生徒に活用させたい割合よりも教員が活用したい割合が高

いことから、教員がタブレットＰＣを活用することがイメージしやすいと考えられる。 

１５％ １０％ １７％ ２６％ 
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0 20 40 60 80 100

実物投影機 

ノートＰＣ 

大型テレビ 

プロジェクター 

ビデオデッキ 

ＤＶＤプレーヤー 

中学校 小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践研究 

  学習場面に応じて、タブレットＰＣの有用性を生かした授業を行うことが、さらなる授業力、

学力の向上につながると考え、【図１】で示した３つの学習場面で、実践研究を行った。また、

「協働学習」場面の授業は、調査研究で明らかになった、教員の不安を取り除くことにつなが

ると考え、検証授業として行った。 

（１）一斉学習 

次の表は、「Ａ 一斉学習」の、「Ａ１：教員による教材の提示」の学習場面における、

iPadを用いた授業実践例である。 

【表２ 一斉学習における実践例】 

小学４年生・国語 有用性 閲覧性・編集性 使用したアプリ カメラ、Paper 

  

児童の発言を書き込み、全体で共有したことで、

個々でリーフレットを作成する際の参考にするこ

とができた。 

小学６年生・社会 有用性 閲覧性・編集性 使用したアプリ Bookman 

  事前にスキャンした教科書の挿絵を大型ＴＶに

拡大提示したことで、児童が焦点化することがで

き、書き込みをすることで、さらに発表内容を共

有することができた。 

中学２年生・数学 有用性 即時性・編集性・多機能性  使用したアプリ カメラ、GoodNotes 

  

教科書の図や絵を写真でアプリ内に取り込み、

書き込みながらＴＶ画面上で見せた。実物投影機

のように手元が画面に映ることがなく、書き込み

ながら説明ができた。 

  

（考察） 

宮崎市のＩＣＴ環境整備により、大型

テレビ等を活用した授業スタイルが定着

しているのではないかと考えられる。ま

た、特別教室の多い中学校では、教室１

台の機器の整備が整っていない現状が影

響していると考えられる。 

【図５】現在授業で活用しているＩＣＴ機器は何か（複数回答可） ・ 実物投影機・ノートＰＣ・大型テレビが多く

活用されている。 

・ 小学校に比べて中学校での実物投影機を活用

している割合が少ない。 

（％） 
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（２）個別学習 

次の表は、「Ｂ 個別学習」の、「Ｂ１：個に応じる学習」・「Ｂ２：調査活動」の学習場

面における、iPadを用いた授業実践例である。 

【表３ 個別学習における実践例】 

小学２年生（自・情）・算数 有用性 容易性・個別性 使用したアプリ 算数忍者→ひたすらかけざん  

  「かけ算九九」の習熟を図るため、ドリルやプ

リントと併せて活用した。習熟の段階に応じて２

つのアプリを使うことで、正確に速く計算できる

力が身に付いた。 

中学２年生（自・情）・数学 有用性 容易性・保存性・携帯性 使用したアプリ  カメラ 

 身の回りにある立体図形を見つけ、その特徴を

まとめる場面で活用した。被写体に合わせたサイ

ズに調整して撮影したことで、特徴や違いを理解

するのに効果が見られた。 

中学２・３年生（知的）・生活単元  有用性 容易性・個別性 使用したアプリ 支払技術検定 

  丁度支払う、少し多めに支払う、おつりが少な

くて済むように支払う。様々な状況を判断してお

金の支払い方が身に付く。具体物と併用しながら

ドリル学習として使用した。 

（３）協働学習 

ここでは、授業における、「Ｃ１：発表や話合い」や「Ｃ２：協働での意見整理」の場

面において、前述の「タブレットＰＣの有用性」（①即時性、④容易性）の効果について

検証を行っていくことにした。 

ア 検証授業におけるＩＣＴ環境 

    本検証授業において教室に導入したＩＣＴ環境は以下のとおりである。 

・ windowsタブレットＰＣ（20台）  

・ サーバー機（ノートＰＣ） 

・ wivia4（無線対応プレゼンテーション機器） 

・ ルーター 

イ 児童に対するタブレットＰＣ使用上の注意事項の提示 

     タブレットＰＣを児童が使用する際のルー

ルを本研究班で作成し、導入として児童に指導

を行った【図６】。 

  

【図６ 「タブレットＰＣ使用前の約束」掲示資料】 
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ウ 検証授業を行うまでの流れ 

      タブレットＰＣが導入され、タブレットＰＣを使用できる環境が整い、検証授業を行うま

でに、以下の計画により、児童のタブレットＰＣに関するリテラシーを高めていった【表４】。 

【表４ タブレットＰＣに関するリテラシーの指導計画】 

 児童に身に付けさせたいリテラシー 

月 
教科等・ 

単元 
活動の内容 ねらい 

電源の

オン・

オフ 

マーキ

ング 
写真

撮影 

画面

提示 

写真の 

スライド 

10
月 

学級活動 

電源を入れる。 

マーキングをする。 

電源を切る。 

電源を入れたり、切

ったりするという基

本的な操作ができる

ようにする。 

  

   

学級活動 

写真を撮る。 

撮った写真を閲覧

し、マーキングで加

工する。 

カメラ機能を活用

し、撮った写真に書

き込みをすることが

できる。 

  

 

  

11
月 

学級活動 

マーキングを活用

し、スリーヒントク

イズを作成、提示す

る。 

プレゼン形式の発表

の仕方を知る。 
   

  

学級活動 

紙に一画ずつ書い

た漢字を撮影し、順

次写真をスライド

させながら、クイズ

を出題する。 

撮影した写真をスラ

イドさせながら、提

示できるようにす

る。 

     

国語 

「鳥獣戯

画を読む」 

絵を見て、自分なり

の見方で絵を評価

する。 

注目してもらいたい

ところを拡大し、撮

影したり、マーキン

グしたりしたものを

提示しながら説明す

る。 

     

保健 

「生活のし

かたと病気

の予防」 

グラフの内容をマ

ーキングで書き込

み発表する。 

発表されたものを並

べて提示すること

で、友達の意見と比

較しながら考えるこ

とができる。 

     

エ 検証授業（A小学校 第 6学年） 

（ア）検証授業の概要 

     教 科 及 び 単 元 名  算数科 「場合を順序よく整理して」 

     本時（第２時）の目標   残すものに目をつけて、順序よく整理することができる。 

（イ）タブレットＰＣ活用の視点 

 

 

 

 

   

  

タブレットＰＣにはその場で写真を撮り、すぐに提示できることや、保存した写真を自

在に切り替える操作ができるという特性がある。本時では、児童にタブレットＰＣのカメ

ラ機能を使って図や表の作成過程を撮影させ、順次提示しながら発表させる。そのことに

より、説明する側は聞き手を意識した説明の仕方を考えることで、思考力・判断力・表現

力を高めることができる。聞く側は考えの過程を段階を追って知ることで、順序よく整理

する方法についての理解を深めることができる。それらは本時の目標を達成するとともに

学力の向上につながると考える。 
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（ウ）学習指導過程 

段階 学習内容及び学習活動 
指導上の留意点 

（★評価     タブレット PC活用） 

つ
か
む 

１ 本時学習について話し合う。 

(1) 問題を読み、題意をつかむ。 
○ 場面絵を用いて、前時との違いに気付かせ、

本時の課題を捉えさせる。 

２ 学習課題を設定する。 ○ 順序よく整理するためには、前時のように図

や表をかいて考えるとよいことに気付かせ、見

通しをもたせる。 

５分 ３ 答えや解決方法の見通しをもつ。 

考
え
る 

４ 図や表について考える。（自力解決）  

(1)  表に書いて考える。 

(2) 図に描いて考える。 

○ まず、ハートのハンカチをとる場合、次にダ

イヤをとる場合、…と考えて、落ちや重なりの

無いようにすべての組み合わせを見つけさせ

る。 ７分 

深
め
合
う 

５ よりよい考えに練り上げる。 ○ 同じような考え方をしている児童ごとにグル

ープを作り、自分達の考えに自信をもたせたり、

考えをより確かなものにさせたりする。 

 

 

 (1) グループで話し合う。（ワーク

スペース）  

・ タブレットＰＣを配付する。 

(2) 全体で話し合う。 

   

 

 

 

 

  ○ 答えが４通りであることを確認し 4 種類のマ

ークのうち１つを除いたものになっていること

と同じであることを理解させるために、空欄に

着目させ、×をつける考え方を引き出す。 

 

(3) 「は・か・せ」の視点でよりわ

かりやすい方法にまとめていく。 

○ 残すものに目をつけて順序良く整理すること

のよさを感じさせるために、表の中に、残すも

のを×で表させる。 25 分 

ま
と
め
る
・
広
げ
る 

６ 本時学習のまとめをする。 

 

○ 児童の使った言葉を用いてまとめを作成する

ことで、より児童にとって分かりやすいまとめ

にする。 

７ 練習問題を解く。 

 ・ 除く色（×印）を考えて、表に

書く。 

○ 練習問題を解くことで、５つの中から４つ選

ぶということは、1 つを残すことであるという

考え方のよさを取り入れさせたい。 

★ 1 つを残すという考え方で、順序よく整理し

て考えることができる。（数学的な考え方）〈発言・ノート〉 

○ 早く終わった児童は問題集に取り組ませ、定

着を図る。 

８ 自己評価をする。 ○ 問題解決に対する態度等について称賛や励ま

しを行い、次時への意欲を高める。 ８分 

 

  

まとめ 

 残すものに目をつけて順序よ

く整理するとよい。 

 

○ タブレットＰＣを使って、作成過程を順次提示しながら発表させる。 

 

学習課題 

４つの中から３つを選ぶ組み

合わせはどうすればよいか。 

○ ホワイトボードにまとめる過程をタブレットＰＣで写真を撮影させる。 

 

④容易性 

①即時性 

Ｃ２：協働での意見整理 

Ｃ１：発表や話合い 



２－１－９ 

 

（エ）授業中の児童の様子 

 

 

 

 

 

 

【グループで話し合う様子】 

 

 

 

 

 

 

【大型テレビに提示し、発表する様子】 

 

オ 検証授業における児童の変容 

（ア）授業の評価問題より 

評価問題の正答率は約９６％で、ほとんどの児童が本時学習を理解したといえる。また、

自立解決の際にヒントカードを活用し、解法を考えた児童も、評価問題では全員が自立解

決することができた。 

（イ）児童アンケートより 

単元指導後にタブレットＰＣを使った授業についてのアンケート行った。「タブレット 

ＰＣを使った授業が楽しかった」と答えた児童が９割を超えていた。理由として、「説明

しやすい」という感想が多かった。また、タブレットＰＣを使うと発表や説明もしやすく、

聞いている側としても分かりやすいという理由も多かった。 

自由記述の感想の中には「タブレットＰＣで会話が増えていって楽しかった。」や「発

表が一段と分かりやすい授業だった。」という意見も見られた。 

  （ウ）単元テスト結果より 

授業を受けた児童の単元テストの分析を行った。

これまでの単元テストの平均を基に上位６名をＡ

群、下位６名をＢ群として分析を行った。結果か

らＢ群においては３．２点数値が上昇していた【表

５】。これは、タブレットＰＣを活用したことによ

って、下位層の児童の理解につながったと思われ

る。しかし、Ａ群においては平均が下がっていた。

これは上位層においては難易度の高い練習問題等が不足していたことが考えられる。これ

を補うにはタブレットＰＣを活用し、ドリル的学習を行うことも有効と考えられる。  

【表５ 単元テストの結果分析】 

 これまでの

単元平均 

本単元

の平均 

平均の

差 

Ａ群 97.4 96.7 －0.8 

Ｂ群 80.8 84.0 ＋3.2 

Ａ児「一番最初のさあ、要らないかな？」 

Ｂ児「いや、撮ったほうが解りやすいよ。」 

Ｂ児「発表の時にバツと伝えようか？」 

Ｃ児「あぁ、そうかぁ。」 

Ａ児「それならマーキングして画面保存するね。」 

Ｄ児「これだけで終わる…。」 

「まいったな～。そうすれば良か

ったのか～。」 



２－１－１０ 

 

カ まとめ 

○ タブレットＰＣを活用し、表や図に整理する過程に注目させることで、児童がポイント

を絞って発表することができていた。 

○ 撮影した写真を進めたり、戻したりすることがしやすいというタブレットＰＣのよさを

生かした発表を聞くことで、一度考えたことを逆思考で考え直すことができ、理解を深め

ることができた。 

○ 授業の各場面で、きめ細やかな手立てを取った上で、タブレットＰＣを活用したことで、

児童にとってよりわかりやすい授業を展開することができた。 

● アナログとデジタルのメリット・デメリットをふまえ、黒板・ノート、タブレットＰＣ

を活用することが重要である。 

 

Ⅶ 成果と課題 

１ 研究の成果 

・ 教員のタブレットＰＣに関する意識や実態を明らかにすることができた。 

・ タブレットＰＣの有用性をまとめ、学習の目標を踏まえて授業構築をすることで、児童生

徒の意欲が高まり、学習の理解度も高まった。 

・ 児童がタブレットＰＣを使って説明を行うことによって、豊かな表現力や思考力が発揮さ

れた場面を生み出すことができた。 

・ 児童生徒のタブレットＰＣ使用への抵抗の少なさや順応の速さを実感することができた。 

２ 研究の課題 

・ 実践をさらに広げ、長期間使用する中で、タブレットＰＣの活用が学力向上に有効である

ことを比較したり数値化したりして具体的に検証していく必要がある。 

・ 導入の際には、児童生徒にタブレットＰＣに関するリテラシーをどの教科等でどの位の時

間で指導していくのか検討が必要である。 

・ ＩＣＴ環境の整備、特に協働学習においては無線で使用できる環境が必要である。 

 

 

所  長  荒武 千穂 

指導主事  細山田 修 

研 究 員  門分 伸浩（宮崎市立宮崎南小学校）  藤田  司（宮崎市立木花中学校） 

      本薗 忠士（宮崎市立広瀬小学校）   守部 丘大（宮崎市立宮崎中学校） 

      西口ゆりか（宮崎市立本郷小学校）    

「世界最先端ＩＴ国家創造宣言」（ＩＴ戦略本部 平成２５年６月） 

「教育の情報化加速化プラン」（文部科学省 平成２８年７月） 

「宮崎市教育ビジョン改訂版」（宮崎市教育委員会 平成２６年３月） 

「教育の情報化の推進に資する研究」（文部科学省 平成１９年３月） 

「分かりやすく情報を伝え合う力を高める ICT活用の在り方」（前橋市立城東小学校 薫 正人）  

「ＩＣＴを活用した指導方法～学びのイノベーション事業実証研究報告書より～」 

 （文部科学省 平成２６年４月） 

「小学校学習指導要領解説 算数編」（文部科学省 平成２０年８月） 


